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米国の金融政策 

米国の利上げはどの程度になりそうですか？ 

2016年12月のFOMCメンバーの政策金利見通し「ドット・チャート」によると、
FF金利は中期的に3.00％程度までの引き上げが見込まれています。今後は、
日米の金利差拡大が、中長期的に見て米ドル高円安要因となりそうです。 

 米国では、堅調な経済成長が続いていますが、トランプ大統領の財政政策によってさらに成長率が高まると見

込まれます。 

 米国の金融政策の見通しには、毎年3、6、9、12月の米連邦公開市場委員会（FOMC）で公表される、

「ドット・チャート」が参考となります。「ドット・チャート」は、FOMCメンバーそれぞれが適切と考える、米国の政

策金利であるフェデラルファンド（FF）金利の誘導目標を“点（ドット）”の分布で示したものです。これによる

と、2017年末のFF金利予想の中央値は1.375％となっています。現在の0.50～0.75％のFF金利誘導

目標に対し、0.25％の利上げを3回程度行うことが予測されています。また、中期的にはFF金利は3.00％

程度まで引き上げられると見られます。 

 一方、日本では今後も当面金融緩和政策が続くと見込まれます。このため、中長期で見ると、日米の金利

差は拡大すると見られ、為替の米ドル高円安要因となりそうです。 
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(注)2016年12月14日時点でFOMCメンバーが適切と考える各年末および中期のFF金利誘導目標水準。 
(出所) FRBの資料のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【「ドット・チャート」（2016年12月時点）】 
← 各年末および中期の 

FF金利予想の中央値 

←各年の利上げ幅と 
利上げ回数予想 
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